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2023年、北九州市立医療センターは
誕生150周年を迎えます。

　看護部の駒谷祥子さんが「感染管理認定看護師」
に、太郎良純香さんが「がん看護専門看護師」に認定
されました。感染管理認定看護師は、感染制御の専門
知識・技術を有する看護師で、新型コロナウイルス感
染症が流行している現在、とても注目されています。ま
た、がん看護専門看護師は、がん患者の身体的・精
神的な苦痛を理解し、患者さんやそのご家族に対して
QOLの視点に立った高い水準の看護を提供する役割
を持っています。福岡県内では３０名しかおらず、がん
看護専門看護師の役割は大きくなっています。今後の
活躍にご期待ください。
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新年度がスタートし、春爛漫の季節となりました。新型コロナのワクチン接種も始まり、
収束の期待が高まります。当院は引き続き感染対策を行いつつ安全に診療を行ってま
いります。
2019年に導入したダヴィンチによる低侵襲手術は軌道に乗り、泌尿器科（前立腺がん・
腎がん・膀胱がん・腎盂尿管移行部狭窄症）、外科（胃がん・直腸がん・食道がん）
で積極的に手術を行っています。また、昨年12月から産後ケアを開始し、今月からは
眼科の通常診療を再開いたします。今年度もよろしくお願いいたします。

認定されました！

新看護部長挨拶
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TOPICS

わたくしたちは公共的使命を自覚し
心のこもった最高最良の医療を提供します

《基本方針》

《基本理念》

1. 患者さんの権利　個人情報を保護し
　患者さんの立場に立った医療を行います

2. 十分な説明と同意による信頼関係のもとに
　患者さんが満足できる医療を行います

3. 安心かつ安らぎが得られる質の高い医療をめざし
　安全管理を徹底します

4. 常に研鑚して最高水準の医療知識・技術を習得し
　あわせて温かい心を持つ医療人をめざします

5. 地域における役割を自覚し
　地域の医療機関とともにその責務を果たします

6. 合理的かつ効率的な病院経営に努めます

写真提供：北九州市 時と風の博物館

広報誌「輪」編集長　秋穂 裕唯

お世話になりました
◎消化器内科
◎産婦人科
◎放射線科

水谷 孝弘
衞藤 貴子
柿原 大輔

主任部長
主任部長
主任部長

（R3.3.31退職）

駒谷 祥子太郎良 純香

　本年４月より看護部長を拝命いたし
ました。林前看護部長から大役を引継
ぎ重責に身の引き締まる思いです。入
職して30年余り北九州市立小倉病院
時代から北九州市立医療センターへ
の引っ越しなど、ともにいろいろな経験
をし、年を重ねてきました。昨年は、新
型コロナ受入体制構築など、これまで
にもなかった経験をした年となりまし

た。しかし、未曽有のウイルス対応への恐怖に耐え忍び、長
い月日をかけて、現在では自信をもって患者さんの対応をし
ているスタッフに勇気づけられるとともに誇らしい気持ちで
す。今後、目まぐるしく医療体制も社会も変化していくと思い
ます。その変化にも看護職員スタッフ一同、力を合わせとも
に乗り越えていきたいと思っております。
　引き続き、地域の患者さんへ安心・安全な医療と心温まる
看護が提供できるように努力いていきたいと思っております。
　今後とも皆さまのご指導をよろしくお願いいたします。

看護部長

杉本 優子

たろうら すみか こまたに しょうこ

※本紙では撮影用にマスクを外しています。
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手
術
に
よ
る
外
科
的
治
療
は
、
内
視
鏡
や

腹
腔
鏡
を
使
用
し
た
体
に
や
さ
し
い〝
低
侵
襲

手
術
〞が
広
ま
っ
て
い
ま
す
。ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手

術
は
、
近
年
も
っ
と
も
注
目
さ
れ
て
い
る
低
侵

襲
手
術
の
ひ
と
つ
で
す
が
、〝
ロ
ボ
ッ
ト
〞と
聞
い

て
も
、
実
際
に
見
た
こ
と
の
な
い
方
に
と
っ
て
は
、

ど
の
よ
う
に
治
療
を
行
っ
て
い
る
の
か
を
想
像

す
る
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
手
術

支
援
ロ
ボ
ッ
ト
と
は
、工
場
に
あ
る
よ
う
な
オ
ー

ト
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
ロ
ボ
ッ
ト
が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に

よ
っ
て
組
み
立
て
を
行
う
よ
う
な
も
の
で
は
な

く
、
ま
し
て
や
鉄
腕
ア
ト
ム
の
よ
う
に
自
ら
の

意
思
で
動
く
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト〝
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
〞で
は
、

患
者
と
は
離
れ
た
と
こ
ろ
に
設
置
さ
れ
た
コ
ン

ソ
ー
ル（
術
者
が
操
作
す
る
機
器
）で
、モ
ニ
タ
ー

に
映
し
だ
さ
れ
た
立
体
画
像（
患
部
）を
見
な

が
ら
指
で
ハ
ン
ド
ル
を
操
作
し
、
患
者
の
体
内

に
挿
入
さ
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
の
手
先
を
動
か
し
て

治
療
を
行
い
ま
す
。
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
の
有
利
な
点

は
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
立
体
画
像
の
拡
大
縮

小
を
自
分
で
調
節
し
な
が
ら
、ヒ
ト
の
手
先
の

よ
う
に
自
由
に
器
具
を
操
作
で
き
る
こ
と
で

あ
り
、こ
れ
ら
の
特
徴
に
よ
っ
て
開
腹
手
術
と

同
様
の
イ
メ
ー
ジ
で
腹
腔
鏡
手
術
が
行
え
る
こ

と
で
す
。

　
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
シ
ス
テ
ム
は
、
2
0
0
9
年
に
厚

生
労
働
省
の
認
可
を
受
け
、
高
度
医
療「
根
治

的
前
立
腺
全
摘
出
術
に
お
け
る
内
視
鏡
下
手

術
用
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
」と
し
て
泌
尿
器
科
領
域

で
始
ま
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
腹
腔
鏡
手
術

の
支
援
機
器
と
し
て
、
泌
尿
器
科
、
外
科
、
婦

人
科
領
域
な
ど
で
主
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
泌
尿
器
科
領
域
で
保
険
診
療
と
し
て
行
え

る
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
は
、

　
●
前
立
腺
が
ん（
前
立
腺
全
摘
術
）

　
●
腎
が
ん（
腎
部
分
切
除
術
）

　
●
膀
胱
が
ん（
膀
胱
全
摘
術
）

　
●
腎
盂
尿
管
移
行
部
狭
窄（
腎
盂
形
成
術
）

　
●
女
性
尿
失
禁
手
術（
仙
骨
固
定
術
）

で
す
。こ
れ
ら
の
泌
尿
生
殖
器
が
ん
領
域
で
は
、

開
腹
術
や
腹
腔
鏡
手
術
と
比
較
し
た
ロ
ボ
ッ
ト

支
援
手
術
の
有
用
性
が
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
北
九
州
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、

2
0
1
9
年
9
月
に
最
新
の
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
X
i

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
前
立
腺
が
ん
、
腎
が
ん
、

膀
胱
が
ん
、
腎
盂
尿
管
移
行
部
狭
窄
に
対
す

る
治
療
を
開
始
し
ま
し
た（
2
0
2
1
年
3

月
現
在
）。こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
支

援
手
術
は
、
従
来
の
手
術
と
比
べ
て
良
好
な
治

療
成
績
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、ロ
ボ
ッ
ト
支

援
手
術
導
入
後
、
北
九
州
地
区
を
は
じ
め
、

豊
前
、
筑
豊
、
中
国
地
方
か
ら
も
多
く
の
患

者
さ
ん
が
受
診
さ
れ
、
導
入
さ
れ
た
翌
年
の

2
0
2
0
年
度
に
は
70
名
の
方
が
ロ
ボ
ッ
ト
支

援
手
術
を
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト

泌尿器科　主任部長
たつ かつ のりがみ

立神 勝則
2009年に日本初のロボット支援手術による高度医
療を開始以後、泌尿生殖器がんの治療を手がける。
ロボット支援手術のガイドライン/教育プログラム策
定のための適正使用準備委員会委員等を務め、全
国での安全な導入と普及に寄与。
日本泌尿器科学会/日本泌尿器内視鏡学会腹腔鏡
技術認定医、ロボット支援手術プロクター（指導）認
定医

立神先生の
インタビュー動画
はこちら

コンソール
手術部位だけでなく、手術前に撮影したCT画像や手術中に使用する
エコー画像などを確認しながら操作ができる
左上写真はコンソール内のモニターを外部モニターに接続したもの
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令
和
3
年
度
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
北
九
州
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
は
2
0
1
9
年
4
月
1
日
に
地

方
独
立
行
政
法
人
化
し
、
本
年
度
で
3
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
独
法
化
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
有
能
な
人
材
の
確
保
に
あ
り
、
こ

れ
ま
で
に
薬
剤
課
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
技
術
課
・
臨
床
工
学

課
な
ど
の
診
療
支
援
部
に
て
増
員
を
行
い
、
各
部
門
の
充
実
を

図
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
患
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
や
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー（
M
S
W
）の
増
員
に
よ
り
、
地
域
医
療
機
関
や
施
設
の
皆

さ
ま
と
の
切
れ
目
な
い
連
携
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
年
度

も
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院〈
高
度
型
〉と
し
て
ダ
ヴ
ィ
ン

チ
手
術
や
ゲ
ノ
ム
医
療
な
ど
の
高
度
な
が
ん
診
療
、
総
合
周
産
期

母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
高
度
な
周
産
期
医
療
、
質
の
高
い

生
活
習
慣
病
医
療
を
地
域
の
皆
さ
ま
に
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
北
九
州
市
唯
一の
第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
と
し
て
、

昨
年
3
月
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺
炎
患
者
さ
ん
の
多
く
を
受

け
入
れ
、
適
切
に
加
療
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。こ
の
間
、
患
者
さ
ん
に
院

内
感
染
を
起
こ
す
こ
と
な
く
、
通
常
診
療
を
安
全
に
継
続
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
感
染
症
指
定
病
院
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
、
厳
し
い
感
染
症

対
策
を
行
い
つ
つ
安
全
に
診
療
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
今
年
度
よ
り
眼
科
外
来
を
再
開
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
脳
外
科
診
療
の
充
実
を
含
め
、
救
急
医
療
に
も
当
院
の
得

意
分
野
を
生
か
し
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
変
化
し
続
け
る
北
九
州
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　医療安全管理を担当しています。
　医療安全管理室は第一に患者さんを守り、第二にスタッフを守り、
医療を安全に過不足なく遂行する役割を担っています。基本であり
ながらもっとも困難で、もっとも重要な使命です。
　医療安全管理室の室長として、院内各部署の連携を密に行い、
患者さんにご満足いただける安全な医療を提供します。

副院長／血液内科

大野 裕樹

　地域がん診療連携拠点病院〈高度型〉と
して、高い水準での安心・安全ながん診
療を継続します。専門の肝胆膵外科医とし
て、膵がん、胆道がんの診療を行い、病院
の組織運営を通じて、患者さん、職員、病
院、社会に貢献できるよう頑張ります。
　また、臨床研修指定病院として、若手医
師の育成などを行い地域医療に貢献して
いきます。

副院長／外科

西原 一善
　がん診療と周産期診療において、コロナ
禍でいかに日常の診療を提供できるか病院
全体で試行錯誤して、チーム力を結集し乗
り越えてまいりました。
　ワクチン接種が始まりましたが、まだまだ
長い闘いは続きます。引き続き、受診を控え
ている市民の方に対する情報発信を行って
まいります。ご紹介いただきました妊婦さん
はすべて対応いたします。
　今後も日常の診療を提供できるように努
力してまいります。

副院長／産婦人科

尼田 覚
　2011年に当院に赴任し丸10年が過ぎました。
　昨年度は、新型コロナ感染症の対応に病
院全体で取り組んでまいりました。
　ワクチン接種がはじまり、１日も早い集団免
疫の獲得が期待されます。
　今年度は市民の皆さまに質の高いがん診
療を提供できるように努めてまいります。
　専門の消化器内科は布陣を整え、一層充
実した診療を行っていきます。
　今後ともご指導のほどよろしくお願い申し
上げます。

副院長／消化器内科

秋穂 裕唯

　外来部門および医療情報管理部門を担当しております副院長
の渡辺です。外来部門は、病院の顔として非常に大切な部門だと
認識しており、コロナ禍の現況で迅速かつ快適に外来受診ができ
るよう、待ち時間の短縮、待ち時間中の過ごし方改善、逆紹介の
さらなる推進に向け、努力している最中です。
　患者さんや紹介医療機関の声を伺い、それに対応するのが最
重要と考えていますので、ご意見をお待ちしております。

副院長／放射線科

渡辺 秀幸 院長
おお       の ゆう     じゅ

にし     はら かず     よし あき       ほ ひろ     ただあま       だ さとし

わた     なべ ひで     ゆき

院
長
◉
新
年
度
ご
あ
い
さ
つ

副
院
長
◉
新
年
度
ご
あ
い
さ
つ

左から：西原副院長、秋穂副院長、尼田副院長、大野副院長、渡辺副院長

中野 徹
なか           の　          とおる
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地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
素
よ
り
総
合

周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
を
支
援
し
て
い

た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
産
後
の
体
調
や
育
児
に
不
安
が
あ
る
、

ご
家
族
の
支
援
を
得
る
こ
と
が
困
難
、
子

供
が
N
I
C
U
を
退
院
し
て
家
庭
で
育
児

を
始
め
る
こ
と
が
不
安
な
マ
マ
を
支
え
た
い

と
い
う
助
産
師
た
ち
の
思
い
が
叶
い
、

2
0
2
0
年
12
月
よ
り「
宿
泊
型
産
後
ケ

ア
事
業
」を
開
始
し
ま
し
た
。

　
最
長
7
日
間
、
平
日
の
日
勤
帯
は
専
属

の
助
産
師
が
、マ
マ
の
利
用
希
望
に
合
わ
せ

た
授
乳
、
沐
浴
、
調
乳
指
導
、
乳
房
ケ
ア
、

育
児
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
母
子
の
た
め

に
全
力
で
支
援
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
助
産
師
一
同
、
心
よ
り
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
一
人
目
の
出
産
後
、
助
産
師
だ
っ

た
に
も
関
わ
ら
ず
マ
タ
ニ
テ
ィ
ブ
ル
ー
と
な

り
、
泣
き
な
が
ら
退
院
し
ま
し
た
。
初
め

て
の
子
育
て
は
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け

で
心
細
い
も
の
で
す
。

　
授
乳
に
自
信
が
な
い
方
、
沐
浴
が
心
配

な
方
、
手
伝
い
の
人
が
お
ら
ず
少
し
で
も

長
く
病
院
で
過
ご
し
た
い
方
な
ど
、
不
安

の
あ
る
方
は
、
ど
う
ぞ
当
院
の
宿
泊
型
産

後
ケ
ア
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ベ
テ
ラ
ン
助
産
師
が
一
人
ひ
と
り
に
寄

り
添
い
、
き
め
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
を
い

た
し
ま
す
。

総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
　

M
F
I
C
U
病
棟
看
護
師
長

産
後
ケ
ア
を
は
じ
め
ま
し
た
！

総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー

8
階
南
病
棟
　
看
護
師
長

助
産
師
は
マ
マ
の
味
方
で
す
！

お気軽にご相談ください！
ご来院の際は、密回避のために１６時以降にお願いいたします。

利用できる方
赤ちゃん、お母さん共に医療行為が必要なく、
お母さんの体調や育児に不安がある方（北九州市に住民登録のある方）
※利用中に体調の不具合が発生した場合は、当院で外来受診できます。（保険診療）

【重要】ご利用前に、PCR検査を受けていただきます（実費　2,200円税込）
（当院で出産し、継続して産後ケアを希望される方、再入院の期間が１泊以内の方は除く）

産後ケアの内容
授乳指導や沐浴指導、乳房ケアなど必要に応じて行います。
※入院中の肌着、おむつ、ミルク、哺乳瓶は当院でご用意します。

10：00
入院

11：00
沐浴

12：00
昼食

13：00
産後ケア

18：00
夕食

7：30
朝食

10：00
退院

徳
永 

容
子

宮
尾 

久
美
子

利用料金（税込）
全て自費になります。※保険適応外です。高額療養費の対象ではありませんのでご注意ください。

利用期間 食事 利用料（1泊2日）

7日以内 3食＋間食付
（初日2食）

6,600円
（非課税世帯：2,200円）

問い合わせ先
患者支援センター　TEL：０９３-５４１-１８３１（内線：2181）

　出産時の入院では、教えていただくこと
ができなかったことを詳しく知ることができ
たのが良かったです（沐浴、授乳など）。
　赤ちゃんがNICUにずっと入院していた
ため、自宅に戻る前にお世話を経験できた
ことは、とても心強かったです。疑問点もす
ぐに聞くことができ、不安も解消されました。
動画を見るよりも、経験して体得することが
できたことは、大きいなと思いました。

利用者の声

産後ケアのご案内
出産後、様 な々不安を抱えるママのこころとからだをサポートします！

FOCUS



　
わ
た
し
た
ち
が
病
気
や
ケ
ガ
で
医
療

機
関
に
か
か
る
と
き
、
健
康
保
険
証
を

提
示
す
れ
ば
自
己
負
担
額
が
発
生
し
ま

す
。
し
か
し
、
手
術
や
長
期
入
院
が
必
要

と
な
っ
た
場
合
、
医
療
費
の
支
払
い
が
数

十
万
円
や
数
百
万
円
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。こ
う
し
た
高
額
な
医
療
費
に

な
っ
た
場
合
で
も
、
上
限
を
設
け
て
負
担

を
抑
え
て
く
れ
る
制
度
が「
高
額
療
養
費

制
度
」で
す
。

　
高
額
療
養
費
制
度
で
は
、
年
齢
や
所

得
に
応
じ
て
、
ご
本
人
が
支
払
う
医
療

費
の
上
限
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
加
入
さ
れ
て
い
る
医
療
保
険

や
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
高
額
療
養
費
制
度
を
利
用
す
る
際

は
、
自
分
が
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

（
公
的
医
療
保
険
）に
申
請
書
を
提
出

し
ま
す
。
申
請
期
限
は
診
療
を
受
け
た

月
の
翌
月
の
初
日
か
ら
2
年
間
と
な
り

ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
医

事
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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高額療養費制度について

知って得する“病院のかかり方”

申 請 方 法

お気軽に
お尋ねください。

1．支払時に医療費の自己負担分（１～3割）

を支払います

2．加入している健康保険に申請します

3．申請が認められれば、3ヶ月を目途に限

度額を超えた分が払い戻されます

※自己負担割合が３割の場合のイメージです。

1． 加入している健康保険の窓口に、「限度

額適用認定証」の発行を申請します

2． 申請が認められた後、限度額適用認定

証が交付されます

3． 支払時に保険証と限度額適用認定証を

提出し、支払います（支払額は年齢、所

得区分に応じた限度額が上限となりま

す）

病院

保険証

健康保険

医療費を
支払う

申請

払い戻し

負担の上限額
（8千円～25万2千円）

年齢や所得により異なります

窓口負担（3割）
医療費総額

高額療養費として支給（払い戻し）

医療費のイメージ

みんなでできる「コロナ対策」
ドクター

新型コロナウイルスの流行を乗り切ろう！

内田勇二郎 うちだ ゆうじろう

総合診療科・感染症内科 主任部長

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
は
？

　

一
般
的
に
風
邪
の
原
因
と
な
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
数
種
類
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
強
い
毒
性
を

持
つ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
３
種
類
ほ
ど
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
今
回
流
行
し
て
い
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（
C
O
V
I
D-

19
）で
す
。

▼
大
事
な
こ
と「
優
し
く
な
ろ
う
！
」

　

感
染
し
た
人
を
悪
く
言
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ど
ん
な
に
気
を
付
け
て
い
て
も
感
染
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
時

期
、
花
粉
症
の
方
は
感
染
症
で
は
な
い
の
に
、
く

し
ゃ
み
や
鼻
水
が
で
る
も
の
で
す
。
一
方
で
、
発
熱

な
ど
の
風
邪
症
状
が
で
た
と
き
は
、
仕
事
や
学
校

な
ど
を
快
く
休
め
る
環
境
づ
く
り
も
大
切
で
す
。

人
に
優
し
く
、
思
い
や
り
の
心
を
も
っ
て
、
こ
の
流

行
を
み
ん
な
で
乗
り
切
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
症
状
は
？

　

無
症
状
の
方
も
い
ま
す
が
、
一
般
的
に
は
発
熱
・

咳
・
鼻
水
・
喉
の
痛
み
な
ど
、
風
邪
の
症
状
が
主

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
味
覚
・
嗅
覚
障
害
と
い
う
特

徴
的
な
症
状
が
で
る
方
も
比
較
的
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
肺
炎
を
起
こ
し
や
す
い
感
染
症
で
す
が
、
ひ
ど

い
肺
炎
を
起
こ
し
て
い
た
と
し
て
も
意
外
と
呼
吸

苦
な
ど
の
症
状
が
出
に
く
い
場
合
が
あ
り
、
ち
ょ
っ

と
し
た
歩
行
で
の
息
苦
し
さ
が
で
た
と
き
に
は
肺

Q

炎
が
か
な
り
悪
化
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

注
意
が
必
要
で
す
。

　

感
染
す
る
経
路
が
分
か
れ
ば
対
策
を
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
飛
沫
を
飛
ば
さ
な
い
た
め
に
は

マ
ス
ク
着
用
が
大
事
で
す
。ま
た
、手
指
を
介
し
て
、

目
・
鼻
・
口
な
ど
か
ら
ウ
イ
ル
ス
を
入
れ
な
い
た

め
に
は
、
手
を
洗
う
こ
と（
特
に
食
事
前
）が
重
要

で
す
。
加
え
て
、
部
屋
の
換
気
を
よ
く
す
る
と
空
気

感
染
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〇
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
な
い
と
き
は
、
会
話
を
避
け

　

る
。
会
話
を
す
る
と
き
は
必
ず
マ
ス
ク
着
用
す
る
。

〇
外
か
ら
帰
っ
た
時
、
食
事
の
前
、
目
・
鼻
・
口
な

　

ど
触
る
前
や
触
っ
た
後
な
ど
の
手
指
衛
生
を
す
る
。

▼
感
染
対
策

OK

NG

医療費を先に支払い
後から申請する方法

1

事前申請する方法2



医療連携室だより

［お問合せ先］ 医療連携室　TEL 093-533-8660　受付時間：8：30～17：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  予約時間：8：30～18：30
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市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

腹
痛
、
呼
吸
苦
、
胸
痛
な
ど
救
急

患
者
の
治
療
を
お
願
い
す
る
こ
と
が

度
々
あ
り
ま
す
が
、い
つ
も
丁
寧
に
対
応
し

て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

貴
院
と
は
循
環
器
疾
患
の
み
な
ら

ず
、
内
科
全
般
に
わ
た
る
連
携
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
特
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
の
病
診
連

携
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 高

血
圧
症
、
高
脂
血
症
、
糖
尿
病

な
ど
の
生
活
習
慣
病
に
つ
い
て
は
、

食
事
お
よ
び
運
動
療
法
を
取
り
入
れ
た
最

適
な
診
断
お
よ
び
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
心
臓
病
や
血
管
病
な
ど
の
循
環

器
疾
患
は
専
門
的
に
検
査
お
よ
び
治
療
を

し
て
お
り
ま
す
。

当
院
の
モ
ッ
ト
ー
は「
進
取
の
気
性

に
と
み
、
正
義
の
た
め
に
は
勇
気
を

も
っ
て
実
行
す
る
」「
地
域
の
灯
台
た
れ
」で

す
。コ
ロ
ナ
の
勢
い
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
診

療
ス
タ
イ
ル
を
変
化
さ
せ
な
が
ら
応
戦
し
て

い
ま
す
。
17
年
続
け
た
運
動
施
設
を
閉
鎖

し
て
、
発
熱
外
来
の
増
設
や
検
査
室
へ
の
改

造
、ス
タ
ッ
フ
ル
ー
ム
へ
の
転
用
、
駐
車
場
で

の
診
療
ス
ペ
ー
ス
確
保
、レ
ン
ト
ゲ
ン
、
C
T

撮
影
や
P
C
R
検
査
の
外
注
、
院
内
で
の

N
E
A
R
法
に
よ
る
核
酸
増
幅
法
の
検
査

導
入
な
ど
、
感
染
予
防
に
細
心
の
注
意
を

払
い
な
が
ら
、コ
ロ
ナ
と
戦
う
た
め
の
環
境

整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

社会医療法人北九州病院

　当院は、『全職員で質の高い医療・介護を目指し、政
令指定都市の中で高齢化率が最も高い北九州の地域医
療に貢献する』ことを目標に掲げ、回復期リハビリテーショ
ン病棟・障害者施設等病棟・医療療養病棟からなる病
床数３００床の療養型病院です。特に回復期リハビリテー
ションの充実に力を入れています。
　病院は、小倉北区香春口の三萩野交差点に面したモ
ノレール駅『香春口三萩野駅』に直結し西鉄バスの発着
にも恵まれた通院しやすい病院です。

　新型コロナウイルス感染症のため入院患者さんやその
ご家族に面会制限などでご迷惑やご不便をおかけしてい
ますが、病院では今年からタブレット端末を利用したオン
ライン面会や家族カンファレンスを始めました。利用者の
皆さまに少しでもお役に立てればと、できることから始め
ています。
　ご家族やお知り合いの方で療養型病院への入院が必
要な方がおられましたら、ぜひ当院をご利用くださいます
よう、どうぞよろしくお願い申し上げます。

地域の方、患者さんへメッセージをお願いします貴院のご紹介をお願いいたします

所 在 地
電話番号
診療科目
診療時間

北九州市小倉北区香春口1丁目13番1号
093-931-1085
内科・循環器内科・リハビリテーション科・消化器内科

所 在 地
電話番号
診療科目
診療時間

北九州市小倉南区葛原５丁目６-３２
０９３-４７４-8900　FAX：093-474-8902
外科、内科、消化器内科、呼吸器内科

9：00～12：30
月 火 水 木 金 土 日
◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ×
◯ ◯ × ◯ ◯ × ×15：00～18：00

貴
院
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
を

教
え
て
く
だ
さ
い

QQ AA

市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

貴
院
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
を

教
え
て
く
だ
さ
い

QQA A

登録医のご紹介

連携病院のご紹介

やぎゅうクリニック

院長 先生柳生 岳志

※土曜日は午後1時まで ※往診時間は月、火、木、金：午後2時～午後3時

所 在 地
電話番号
診療科目
診療時間

北九州市小倉南区下貫1丁目5-6
０９３-４７４-3601　FAX：093-474-3602
内科、循環器内科、消化器内科

9：00～12：30
月 火 水 木 金 土 日
◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ×
◯ ◯ ◯ × ◯ × ×14：00～18：00

いがらし内科ハートクリニック

※最終受付は午後5時45分まで

受付時間は平日：午前8時30分～11時30分（新患は11時まで受付）
※新患の方は午前11時までにお越しください。

9：00～12：00

月 火 水 木 金 土 日

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ×

院長 先生五十嵐 友紀

北九州中央病院

先生江崎 卓弘

※当院は原則、医療機関からの紹介・予約制です（患者さんから直接予約は受け付けておりません）

　医療連携室では、地域の医療機関と連携して、がん医療、周産期母子医療、生活習慣病等の高度医療をより多くの方々

に提供できるように、以下のような業務を行っています。

・前方連携業務（紹介患者さんのスムーズな受け入れ、医療情報管理、外部への情報提供など）

・開放病床利用のご案内、共同診療時の補助

・後方連携業務

　今後も地域医療支援病院として地域との連携を図り、患者さんにより良い医療を提供できるように努めてまいります。

初めてご来院される皆さまへ

①まずはお近くのかかりつけ医等を受診してください。 ②かかりつけ医等から当院の医療連携室へ初診の予約を
　行っていただきます。

③予約日が決まったら当院よりかかりつけ医へ
　ご連絡しますので、予約日時をご確認ください。

④受診当日は、紹介状（診療情報提供書）やCDなどを
　当日持参し、1階フロア1番初診で受付を行ってください。

※健康診断（人間ドックなど）後の二次健診について
　健康診断の受診結果で二次健診（再検査・精密検査）の必要があると判断された場合は、予約制ではありませんので、各診療科の初診日に直接ご来院ください。

院長




